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３ 要 旨  

 水稲の有機栽培において除草用に米糠が使われているが、散布の際の飛散や吹き寄せにより散布ムラ
が生じている。このため、飛散や吹き寄せを解消する形状について検討した。  

 
(1) 形状は、粉状(通常の形状)、細粒状、固形状の３種類について検討した。なお、細粒状は直播用コー

テイングマシンを用いて造粒し天日乾燥したもの。固形状は水で練り合わせ天日乾燥後に砕いたもの
(おおよそ厚さ１cm、幅長さ１～５cm大)である。

(2) 粉状は、風の影響により飛散、吹き寄せがみられた。飛散から散布作業も困難であった。

(3) 細粒状は、形状から動噴散布が可能で、やや強めの風(散布時の最大風速4.2ｍ/秒(毎正時)）の散布
でも、飛散がみられなかった。また、吹き寄せもみられなかった。

(4) 固形状は、浮力(水面へ浮き上がり水尻に流れる)により吹き寄せがみられた。

(5)
以上から、細粒状は散布ムラが無く、動噴散布が可能で作業性も高かった。また、その造粒方法は簡
易であった。

４ その他の資料等  
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